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(ニュース解説)二日間を浪費しただけの第 30 回 GCC サミット 

 

 12 月 14,15 日の二日間にわたり第 30回 GCC6 カ国首脳会議がクウェイトで開催された。GCC

結成後 30 年という記念すべき年であり、通貨統合という大きな課題を抱えていたにもかかわ

らず会議終了後に発表されたコミュニケは具体的な内容に乏しく、問題解決を先送りしただけ

の空疎なものであった。 

 

 オマーンを除く各国から国王あるいは首長が出席したが(オマーンは副首相が代理出席)、会

議終了後の首脳全員の写真も無く、主催国クウェイトの記者会見も首長本人ではなく外相でお

茶を濁すという按配であった。通貨統合問題で結束にひびが入るなど最近の GCC はまとまりに

欠け、世論の見方もかなり批判的になっているが１、今回のクウェイト・サミットは各国首脳

に GCC を活性化させようとする意欲が見られず、また議長国のクウェイトの取りまとめ能力が

問われる結果となった。会議の合間に首脳同士のトップ会談が開かれ二国間で何らかの重要な

合意があった可能性はあるが、各国首脳は 2 日間を浪費したとしか言いようがない。 

 

 通貨統合問題については 2001 年のサミットで 2010 年までに実施することが合意されたが、

その後遅々として進展せず 2006 年にはオマーンが参加要件を満たせないとして脱落した。そ

して統一 GCC 中央銀行本部の誘致を狙っていた UAE は、今年 5 月本部がサウジアラビアのリヤ

ドに決まると、これに反発して通貨統合への不参加を表明した。 

 

 残るサウジアラビア、クウェイト、カタール及びバハレーンの 4 カ国は、それぞれ条約を批

准し、あくまで統合推進の態度を示したが、このうち 3 カ国は自国通貨がドル完全ペッグ制で

あるのに対し、クウェイトのみは複数通貨のバスケット制であるため、4 カ国ですら通貨統合

は簡単ではない。 

 

 このような状況では来年から通貨統合が実現できるはずもなく、共同コミュニケでは「通貨

評議会設置に向けて積極的に取り組む」と述べたものの、その時期など具体的な内容は何も示

されなかった。そもそも通貨統合を合意した 2001 年時点はドルが世界の基軸通貨として君臨

しており、また石油価格が上昇機運にある時であった。さらに 9.11 同時多発テロ後、世界的

なテロ対策が強化される中で、GCC 諸国も君主制維持のためイスラム・テロを封じ込める必要

があった。その意味でも通貨統合という形での君主制国家の結束を示すという政治的配慮がな

かったとは言えないであろう。 

 

現在これらの状況は 180 度変わっている。UAE のドバイは金融危機に揺れ、サウジアラビア

はイエメン北部の反政府ゲリラによる自国領内の侵犯に悩まされるなど各国はいろいろな問

題を抱えている。しかし今回のサミットではこれらはあくまで各国固有の問題であって、GCC

が共通して取り組むべき課題ではないとして議論の俎上にのらなかった。また統合のシンボル

になると期待された GCC 縦貫鉄道計画も全く進展がなかった２。 

 



GCC は 1979 年のイラン革命を契機として、革命の波及を恐れた湾岸君主制国家が結成したも

のである。その意味では GCC は本来軍事同盟の色合いが強いものであったが、イラン、イラク、

イスラエルなど周辺の軍事大国に対抗することなど所詮無理な話だった。そのことは 1990 年

のイラクによるクウェイト侵攻と翌年の湾岸戦争に際し、GCC が結成した合同軍「砂漠の盾」

が殆ど役に立たず GCC は所詮「弱者同盟」でしかなかったことで証明済である。 

 

その後 GCC は経済関係に重点を移し、関税統一さらには通貨統合を目指したのである。経済

同盟は軍事同盟に比べ個々の加盟国の利害が直接且つ複雑に対立する分野である。それでも加

盟国が多かれ少なかれオイルマネーによって潤っていた昨年までは各国の足並みはさほど乱

れなかった。しかし昨今の経済停滞下では自国の景気浮揚が最優先課題であり、GCC 全体にま

で気配りする余裕はない。 

 

GCC は今や「砂上の楼閣」となりつつある。しかしそれでも各国は GCC そのものの解体を考

えていない。それぞれが極めて脆弱な国である以上、生き残るために同盟を維持することが不

可欠なのである。もし GCC が解体すれば、これらの絶対君主制国家の元首たちはたちまち「裸

の王様」になってしまうからである。だから首脳たちはたとえサミットに大した意味が無いと

思う場合でも、ともかく集まって彼らの結束を対外的にアピールするのであろう。「マジュリ

ス（会合）」はアラブの伝統であり文化なのである。 
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１ Kuwait Times on 09/12/15, ‘Hopes and doubts on GCC summit’ 
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